
　ホウカGO ！では今年度、子どもたち自らが案を出し、話し合って決めたプログラムを取り入れました。
　初めての試みでしたが、低・高学年どちらとも、「こんなことしてみたい」をうまく形にすることができ
たのではと思います。

　プログラムメインは「プレゼント交換」です。プレゼントはお金をかけない
で行おう、とのことで、ホウカGO ！または自宅にあるものを使い、かつ時間
内に作ることを条件としました。
　限られた物や時間内であっても、それぞれに閃きをもって贈り物を完成さ
せることに面白さがあったと感じました。（大人も参加させていただきまし
た。）
　また、交換方法の「くじ引き」を誰がどのように準備するのかは、6年生が主
体となり、本番に合わせてしっかり準備をしてきてくれました。
　子どもたち主体でのプログラム作りは、来年も取り入れていきたいと考え
ています。

　話し合いからしばらく時間が経っていたので、多くの子がどんなことを決めたのか忘れてしまってい
た、という反省点もありましたが、プログラム名の通り、たくさんの飾りを作ることができました。
　紙や自然素材を使ってのサンタ、トナカイ、ツリー、雪だるま、などオリジナル作品が次々に完成。どれ
も温かみがあるものばかりです。また低学年は、「作るだけでなく飾るところまで行う」が目標だったの
で、大集会室の窓や2階ロビーの掲示板に、自分たちの手で飾りました。

子どもたち発案・企画プログラム ー 12月編—

低学年「クリスマス飾り作り」

高学年「クリスマスパーティー」

毎週の活動はSNSでご覧いただけます。

豊浦町　放課後子ども教室
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